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ＣＦＭの下でのパラメトリック検定とノンパラメトリック検定の 

シミュレーション比較 
 

本研究では、カウンターファクチュアルモデル(CFM)の下でパラメトリック検定とノンパラ

メトリック検定の検定結果の挙動をシミュレーションにて比較することにより、ランダム化

比較試験におけるデータ分析法を検討する。また、同条件化で、より精度が良く誤差や無駄

が少なくなるよう臨床試験の場に生かせるような推測手段を提案する。 

一般的に信用性が高く、臨床試験の場に用いられる研究デザインはランダム化比較試験で

ある。ランダム化比較試験では、研究参加集団をグループ A・グループBにランダムな手続き

に従って２つに分け、それぞれのグループの結果から推測を実施している。この研究で用い

られる推測統計手法の多くは無限母集団からのランダムサンプリングが想定されている。し

かしながらその想定はあくまで分析上行われる仮定の手続きであって、実際には行われてい

ないものと考えても過言ではない。そこで、CFMの下でランダムに分けるという手続きのみで

多くの状況を設定し、現在用いられている検定手法の結果の挙動を調べることにする。また、

挙動の検討から新しい推測手法の提案を行う。 
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